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島田市議会議員 福田 正男 

島田市議会議員 八木 伸雄 

島田市議会議員 青山 真虎 

島田市議会議員 森  伸一 

島田市議会議員 仲田 裕子 

島田市議会議員 清水 唯史 

島田市議会議員 

 

 

議会報告会に出席しましたので、次のとおり報告します。 

 

１ 日時 平成２５年１１月１６日（土） 

午後 ７時００分～午後 ８時４０分 

 

２ 会場 島田市役所川根支所 

 

３ 参加者数    ４人（男性 ４人、女性 ０人） 

 

４ 役割 

(1) 受付 全員 

(2) 司会 仲田裕子 

(3) 挨拶（概要）福田正男 

(4) 報告 森伸一、青山真虎、八木伸雄 

(5) 答弁 全員 

(6) 記録 清水唯史 

 



５ 報告事項 

(1) 議会の活動の動向の市民への報告について 

「議会だより」をもとに３常任委員会の審議状況等を行った。 

総務消防   補正：・給与の臨時特例（国との交付税算定に影響を考慮） 

決算：・家族と地域の時間づくりにおけるＨ２４の効果と 

Ｈ２５実績（休会中の常任委員会での報告から） 

          ・FM島田のスタジオ効果と難聴地区対策 

          ・滞納整理機構 

条例：・参与に関する条例の廃止 

請願と陳情の審査 

民生病院教育 補正：・市民課窓口業務委託での個人情報守秘対応 

          ・牛尾山旧海軍実験所跡発掘調査による復元ジオラマ 

（精密再現模型） 

決算：・社会福祉協議会への減額 

          ・市立保育園民営化事業費の複数年の計上理由 

          ・市立幼稚園民営化の経過 

          ・国保特別会計の決算状況 

          ・介護保険事業特別会計の基金取り崩し 

          ・病院事業会計の内科医不足 

        

  経済建設生活 補正：・川根温泉宿泊施設の備品購入 

            ・防犯カメラ設置事業 

            ・獣肉加工施設建設への減額 

            ・道路新設改良費減額 

            ・田代の郷陸上競技場整備事業 

決算：・受託事業の内容精査 

            ・コミバス路線維持助成金 

          ・ごみ減量事業業者 

          ・水道事業会計の排水管工事費助成 

 

 (2) 報告に対する質疑 

  ・大井川産材を使用した住宅建設の補助金はどうなるのか 

  ・田代の郷温泉の運営状態はどうか 

   

(3) 意見及び情報の交換について 

 ・川根小学校建設にともなう体育館が存続から解体することになった経緯の説明

が不足している。事前に地元説明をし住民要望を反映して欲しかった。また隣

地車庫入口への配慮、小学校体育館のフットサル対応の要望があった。 

 ・川根地区水道配水管の耐震化が出来ないか。震災時、水源の確保のため大井川

の水質検査をし水源として使用出来る保証をして欲しい（濾過装置の利用の提



案と、災害時の対応を当局に求めると答弁） 

 ・浜岡原子発電所事故を想定し、ヨウ素剤の配布・服用の判断をしっかし示して

欲しい。（関係部局に確認後、周知の方法ととるように答弁） 

 ・島田金谷インター周辺の活性化の議論が何故今頃問題化するのか。（旧金谷町

当時から取り組んだが農振地域のため進まなかった。プロジェクトチームが横

断的に農振除外の可能性を調査中であると答弁） 

 ・災害発生時に寸断されやすい道路があり孤立するので、緑地公園をヘリポート

としての利用を要望 

 ・市民病院の新病院への取り組みはどうなっているか（特別委員会をつくり 

議会で検討しているとの答弁） 

 ・川根温泉プールの天井が塩害により老朽化がすすんでいるので対応してほしい 

 

(4) 市等への要望事項 

・いろいろな計画を進める場合、地元説明を事前にしっかりし要望を聞き、基本

計画に反映してもらいたい。 

・災害時の指示系統をしっかり周知して欲しい。 

 （３）で意見、要望があった。 

 

 

６ まとめ（所見） 

 ・事前に質問を準備していただいた方がおり、多くの質問、ご意見がいただくこと

ができた。その他の方は自分たちの意見を代表してもらっていると思って参加し

ていた気がする。 

 ・議員個人の意見や経験に基づき答えていることがあるが、過去の議会、常任委員

会で話し合われたこととの整合性がとれるようにしたほうが、参加者に混乱させ

ずに済むように感じた。 

 

 

 

 


